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神奈川県立茅ケ崎支援学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。

議事録

【学校評価部会】
　（１）令和６年度の学校評価中間報告
　　　　　・社会に開かれた教育課程の実践
　　　　　・防災共生の推進
　　　　　・授業見学

     　〈御意見等〉
　　　　〇小学校の授業でもタブレットでの学習を進めている。使用方法をよく検討する必要はある。
　　　　〇小学部からの取り組みが高等部でも生かされていると感じた。
 
 【切れ目ない支援部会】
（１）地域と連携した教育活動報告
　　　　・授業に講師として来校していただく中で交流も進んでいる。
　　　　・再開されたイベント等が増えており、参加して周知活動を進めている。

　　　　〈御意見等〉
　　　　〇地域との触れ合いが大事。授業等は良い取り組みである。
　　　　〇地域のイベント参加で支援学校関係者以外の方との交流が拡がっている。

(2)進路支援について紹介
　　　　・生活の基盤づくりが大事。
　
　　　　〈御意見等〉
　　　　〇「進路だより」の取り組みはとても良い。
　　　　〇支援の必要な方にはどんな進路があり、何を現時点で学習させたらよいかなど知っておく必要がある。
　　　　〇卒業生がよく頑張って勤務している。ＯＢとして学校で話す機会があると良い。

【学校防災部会】
（１）防災活動中間報告
　　　・防災展示フェスタ、車中泊体験キャンプ

　　　〈御意見等〉
　　　　〇防災には「生きる覚悟」と「生き続ける覚悟」が必要。
　　　　〇知識を体験につなげていく。
　　　　〇つながりを深めることで安否確認体制など、地域の中で共生をさらに進めていけたら良い。
　　　　〇地域の学校の先生方にも支援学校のことを理解してもらう必要がある。
【全体を通して】
　　　　〇地域との協働、防災共生など、地域に出ることは素晴らしい取り組みである。
　　　　〇個別最適な学びについてもよく取り組めている。
　　　　〇「知ること」「知り合うこと」が大切である。


